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A New Method with Variable Injection Parameters in Contrast-Enhanced CT: A Phantom 
Study for Evaluating an Aortic Peak Enhancement 
医療科学専攻 寺澤 和晶    
（指導教員 ： 煎本 正博 客員教授、 奥田 逸子 客員教授） 
 
【背 景】一般に、CT 検査における造影は、Standard uniphasic injection（Single-injection method: 




































析するポイントをPeak enhancement、Time to peak enhancement、Contrast medium arrival 
timeとした。また、Time to peak enhancementからContrast medium arrival timeを減じた時間を
Peak timeと定めて解析に加えた。 
② TEC phantom によるPeak enhancement特性の検討 
VFの違いによるVIMおよびSIMの関係を評価するために、VFを0.3, 0.5, 1.0, 1.5 と変化させ
TECを取得した。すべてヨード使用量は24000mgIとし、造影剤用量は100mLとした。注入時間
は35秒で、これをプロトコール2（A）[ⅰ-ⅳ]とした。次に、VIMにおける注入時間の変化を評価





① Peak enhancementおよびTime to peak enhancement(s)の関係を求めると、プロトコール1（ⅰ）
は165.7±6.5(HU)、25.3±1.2秒、1(ⅱ)は207.7±6.5(HU)、34.7±1.2秒、1（ⅲ）は229.7±
5.5(HU)、42.7±1.2秒であった。それぞれのPeak timeを求めると、プロトコール1(ⅰ)は15.3、
1(ⅱ)は24.7、1(ⅲ)は 32.7秒であった。Peak timeを比較すると、プロトコール1(ⅱ、ⅲ) は注入
時間とほぼ等しくなったが、プロトコール1(ⅰ)は1.4秒短くなった。 
② VFを変化させたVIMの関係を比較すると、プロトコール2（A）[ⅰ-ⅳ]および2（B）[ⅰ-ⅳ]ともに
VFが1.0より低い場合、Time to peak enhancementがSIMより早くなった。一方、VFが1.0より高
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